


２

　

市
で
は
、
地
方
分
権
に
即
し
た
行
政
運

営
を
展
開
し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に

使
い
、
市
総
合
計
画
の
着
実
な
実
施
と
簡

素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
那
珂
市
行

財
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
【
集
中
改
革
プ

ラ
ン
】」（
推
進
期
間
は
平
成　

年
度
〜　

１７

２１

年
度
）
に
基
づ
き
行
政
改
革
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

本
計
画
で
は
、
市
民
主
体
・
市
民
参
加

に
よ
る
「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
意
識
な
ど
民

間
の
発
想
を
生
か
し
た
行
政
経
営
へ
の
転

換
を
進
め
、『
行
財
政
基
盤
の
確
立
』
を
柱

に
、「
市
民
と
と
も
に
進
め
る
行
政
改
革

の
推
進
」「
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政

経
営
体
制
の
確
立
」「
健
全
で
効
率
的
な
行

政
経
営
の
推
進
」
の
基
本
方
針
を
掲
げ
、

　

の
実
施
項
目
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

３９
　

５
年
間
の
削
減
等
の
効
果
額
に
つ
き
ま

し
て
は
、
積
極
的
に
職
員
の
削
減
に
努
め

る
と
と
も
に
借
入
額
の
抑
制
等
に
努
め
た

こ
と
に
よ
り
、　

億　

万
円
と
な
っ
て
い

２４

３４

ま
す
。

　

市
で
は
引
き
続
き
「
第
２
次
那
珂
市
行

政
改
革
大
綱
（
推
進
期
間
は
平
成　

年
度

２２

〜　

年
度
）」
に
基
づ
き
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

２５
の
質
の
向
上
と
確
実
な
行
財
政
基
盤
を
確

立
す
る
た
め
、
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
【
集

中
改
革
プ
ラ
ン
】
の
成
果
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
図
書
館
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

◆
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用

　
「
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
」「
常
陸
鴻

巣
駅
ふ
れ
あ
い
駅
舎
」「
余
暇
活
用
施
設
し

ど
り
の
湯
」
の
３
施
設
に
つ
い
て
導
入
い

た
し
ま
し
た
。「
余
暇
活
用
施
設
し
ど
り

の
湯
」
は
、
利
用
者
人
数
が
導
入
前
の
約

３
万
人
か
ら
約
５
万
人
と
伸
び
て
お
り
ま

す
。

◆
住
民
主
体
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
支

援
制
度
の
確
立

　

第
１
次
那
珂
市
総
合
計
画
の
基
本
理
念

の
ひ
と
つ
の
「
市
民
と
と
も
に
創
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
、
市

と
市
民
の
協
働
の
あ
り
方
や
基
本
的
な
方

向
を
整
理
し
た
「
那
珂
市
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
指
針
」
を
策
定
し
、
ま
た
、「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
基
本
条
例
」
を
制
定
し

ま
し
た
。

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　

掲
載
情
報
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
携

帯
電
話
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用
を
開
始

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
市
政

情
報
の
積
極
的
な
提
供
に
努
め
ま
し
た
。

◆
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
（
市
民

意
見
提
出
手
続
）

　

計
画
・
構
想
等
の
策
定
過
程
に
お
け
る

市
民
意
見
の
反
映
を
図
り
、
行
政
の
透
明

性
お
よ
び
説
明
責
任
の
向
上
に
努
め
ま
し

た
。

◆表　５年間の削減等の効果額

●
市
民
と
と
も
に
進
め
る
行
政
改
革

の
推
進

主な効果効果額基本方針

民間委託の推進 １億８，５１１万円
指定管理者制度の活用 ７，０２１万円２億５，５３３万円市民とともに進める

行政改革の推進

公共施設の有効活用 １，３５５万円１，３５５万円市民ニーズに対応した
行政経営体制の確立

市債発行の抑制 １４億３，５９０万円
定員適正化計画による人件費の削減
 ３億１，０８０万円
未利用財産の活用と処分 １億８，２５８万円

２１億３，１４６万円健全で効率的な行政
経営の推進
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基
本
方
針
ご
と
の
主
な
取
組
み



広報なか１０月号３

行
財
政
改
革
推
進
室

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
５
７
２
・
５
７
３
）

問い
合わせ

◆
組
織
機
構
の
見
直
し

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
事
務
の
効
率

化
を
図
る
た
め
、
瓜
連
支
所
機
能
を
見
直

す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
係
制
を
廃

し
、
平
成　

年
度
か
ら
業
務
補
佐
を
グ

２２

ル
ー
プ
長
と
す
る
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入
を

決
定
し
ま
し
た
。

◆
幼
稚
園
の
再
編

　
「
公
立
幼
稚
園
再
編
の
基
本
方
針
」を
策

定
し
、
方
針
に
基
づ
き
混
合
保
育
の
課
題

を
抱
え
る
戸
多
、
木
崎
幼
稚
園
と
芳
野
幼

稚
園
を
平
成　

年
度
か
ら
統
廃
合
す
る
こ

２２

と
と
し
ま
し
た
。

◆
公
共
施
設
の
有
効
活
用

　

中
央
公
民
館
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）、
瓜
連
支

所
お
よ
び
同
付
属
庁
舎
の
機
能
の
変
更
お

よ
び
設
備
の
廃
止
を
行
う
と
と
も
に
瓜
連

支
所
の
一
部
を
郵
便
局
な
ど
と
し
て
活
用

し
て
き
ま
し
た
。

◆
定
員
適
正
化
計
画
の
策
定
（
人
件
費
の

削
減
）

　

平
成　

年
４
月
ま
で
に　

人
削
減
（
５

２２

２５

０
２
人
）
の
目
標
を
設
定
し
、
定
員
適
正

化
計
画
に
基
づ
き
適
正
な
定
員
の
管
理
を

行
い
ま
し
た
。
職
員
採
用
の
抑
制
を
図
っ

た
こ
と
に
よ
り
目
標
を
上
回
る　

人
の
削

３８

減
（
４
８
９
人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
使
用
料
・
手
数
料
等
の
見
直
し

　

受
益
者
負
担
の
原
則
に
立
っ
た
公
平
性

の
確
保
を
図
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
や
中
央
公
民
館
、
那
珂
総
合
公
園

の
使
用
料
や
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録

証
な
ど
の
手
数
料
の
見
直
し
を
行
い
ま
し

た
。

◆
広
告
料
の
徴
収

　

広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
有
料
広

告
を
掲
載
し
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め

ま
し
た
。

◆
市
債
発
行
の
抑
制

　

市
債
発
行
額
を
償
還
元
金
以
内
に
抑
制

す
る
と
と
も
に
投
資
的
経
費
の
抑
制
を
図

り
ま
し
た
。
ま
た
、
公
的
資
金
繰
上
償
還

制
度
に
よ
り
低
金
利
な
も
の
へ
の
借
り
換

え
も
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

 

◆
未
利
用
財
産
の
活
用
と
処
分

　

土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
市
有
地
の
公

売
や
未
利
用
の
市
有
地
に
つ
い
て
公
売
を

実
施
す
る
と
と
も
に
上
菅
谷
駅
や
瓜
連
駅

前
の
市
有
地
を
駐
車
場
と
し
て
貸
出
す
る

こ
と
で
財
源
の
確
保
に
努
め
て
き
ま
し

た
。

●
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政
経

営
体
制
の
確
立

●
健
全
で
効
率
的
な
行
政
経
営
の
推
進

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
度
か
ら
本
格
的
に
、
国
庫
負

１６

担
金
の
廃
止
･
縮
減
、
国
か
ら
地
方
へ
の

税
源
移
譲
を
含
む
税
源
配
分
の
見
直
し
、

地
方
交
付
税
の
改
革
か
ら
成
る
三
位
一
体

の
改
革
が
国
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
本
市
の
主
要
財
源

の
一
つ
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
大
き
く
落

ち
込
み
、
平
成　

年
度
当
初
予
算
に
お
い

２０

て
、
約　

億
円
に
も
及
ぶ
財
源
不
足
が
生

１１

じ
、
不
足
分
を
急
遽
基
金
繰
入
に
よ
り
補

填
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
大
変
厳
し
い

財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
行
財
政
改
革

に
よ
り
基
金
繰
入
を
伴
わ
な
い
等
後
年
度

の
財
政
運
営
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
収
支

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
健
全
な
財
政
運
営
の

確
立
を
図
り
、
も
っ
て
地
方
行
政
を
取
り

巻
く
厳
し
い
環
境
に
対
応
し
た
持
続
可
能

な
自
治
体
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
５

２１

２５

年
間
、
計
画
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
に
お
け
る
効
果
額
は
、
４

２１

億
５
８
４
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
効
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
債
発

行
の
抑
制
が
２
億
９
８
３
９
万
円
、
入
札

差
金（
設
計
価
格
と
落
札
価
格
と
の
差
額
）

の
凍
結
が
２
億
４
０
６
万
円
、
職
員
の
削

減
が
４
９
８
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
の
状
況
に
つ

い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
図
書
館

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
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４

行
政
概
要
報
告

■
第　

回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に

２２
つ
い
て

　

第　

回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
７
月

２２

　

日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
那
珂
市
で

１１は
、
市
内　

か
所
の
投
票
所
で
午
前
７
時

２６

か
ら
午
後
６
時
ま
で
投
票
を
、
午
後
８
時

か
ら
開
票
を
行
い
ま
し
た
。
那
珂
市
の
投

票
率
は　

・　

％
で
、
県
平
均
投
票
率
を

５６
０５

０
・　

ポ
イ
ン
ト
、
前
回
参
議
院
選
挙
の

９４
投
票
率
を
３
・
２
ポ
イ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
上

回
り
ま
し
た
。

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

８
つ
の
地
区
に
組
織
し
た
「
市
民
自
治

組
織
準
備
委
員
会
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

４
回
の
検
討
を
重
ね
、
各
地
区
で
行
わ
れ

て
い
る
事
業
の
整
理
や
部
会
設
置
の
考
え

方
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

■
国
際
親
善
姉
妹
都
市
と
の
交
流
に

つ
い
て

　

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
か
ら
、
姉
妹
都
市
盟

約
締
結　

周
年
記
念
訪
問
団
と
し
て
ト

２０

ム
・
ビ
ー
ハ
ン
市
長
夫
妻
ほ
か
２
人
と
、

中
学
生
交
換
交
流
事
業
と
し
て
中
学
生　
１０

人
、
引
率
の
先
生
２
人
の
計　

人
が
来
市

１６

し
、
７
月
６
日
か
ら
７
月　

日
ま
で
８
日

１３

間
滞
在
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
の
皆
さ
ん
は
、
書
道

や
茶
道
な
ど
の
日
本
文
化
体
験
や
市
内
の

施
設
見
学
、
ま
た
中
学
校
で
は
生
徒
た
ち

と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
７
月　

日
に

１０

開
催
し
た
「
国
際
親
善
姉
妹
都
市
盟
約
締

結　

周
年
記
念
式
典
」
で
は
、
ト
ム
市
長

２０
と
固
い
握
手
を
交
わ
し
、
こ
れ
か
ら
も
変

わ
ら
ぬ
友
情
の
絆
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
８
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の

１７

２７

　

日
間
、
教
育
委
員
会
指
導
室
長
を
団
長

１１と
し
た
、
中
学
生　

人
、
引
率
の
先
生
２

１０

人
、
計　

人
に
よ
る
訪
問
団
が
オ
ー
ク

１３

リ
ッ
ジ
市
を
訪
れ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通

し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

■
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て

　

子
ど
も
手
当
に
つ
き
ま
し
て
は
、
９
月

１
日
現
在
で
、
延
べ
６
４
９
９
人
に
支
給

し
ま
し
た
。

■
ゆ
た
か
保
育
園
の
増
改
築
に
つ
い
て

　

ゆ
た
か
保
育
園
の
増
改
築
工
事
が
完
成

し
、　

月
か
ら
定
員
が
現
在
の　

人
か
ら

１０

９０

　

人
増
え
て
１
２
０
人
と
な
り
ま
す
。

３０■
１
０
０
歳
以
上
高
齢
者
の
状
況
調

査
つ
い
て

　

県
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
８
月
５
日
と

６
日
に
那
珂
市
に
お
け
る
１
０
０
歳
以
上

高
齢
者
の
状
況
を
調
査
し
た
結
果
、
対
象

者　

人
全
員
の
所
在
を
確
認
し
ま
し
た
。

２３
■
病
害
虫
防
除
事
業
に
つ
い
て

    
那
珂
市
病
害
虫
防
除
隊
に
よ
り
、
８
月

２
日
と
３
日
に
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
７

３
６　

の
水
田
に
薬
剤
散
布
を
実
施
し
ま

ha

し
た
。

■
道
の
駅
基
礎
調
査
事
業
に
つ
い
て

　

瓜
連
支
所
の
付
属
庁
舎
を
活
用
し
た
道

の
駅
の
整
備
に
つ
い
て
調
査
検
討
す
る
た

め
、　

人
の
委
員
で
構
成
す
る
「
道
の
駅

２２

調
査
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

７
月
に
は
第
１
回
目
の
検
討
委
員
会
を
開

催
し
、
ま
た
８
月
に
は
事
例
調
査
研
究
の

た
め
福
島
方
面
の
道
の
駅
の
視
察
を
実
施

し
ま
し
た
。

■
両
宮
排
水
路
整
備
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
の
整
備
工
事
に
向
け
、
菅

２３

谷
･
飯
田
線
か
ら
早
戸
川
合
流
部
の
排
水

路
下
流
部
の
測
量
設
計
業
務
を
７
月
に
発

注
し
ま
し
た
。

■
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

向
山
地
区
舗
装
補
修
工
事
を
６
月
に
、

杉
原
西
地
区
（
第
１
工
区
）
汚
水
管
布
設

工
事
、
下
菅
谷
地
区
（
第
１
、
第
２
工
区
）

汚
水
管
布
設
工
事
お
よ
び
向
山
地
区
（
第

１
、
第
２
工
区
）
汚
水
管
布
設
工
事
を
７

月
に
そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
ま
し
た
。
ま
た
、

下
大
賀
地
区
（
第
１
工
区
）
汚
水
管
布
設

工
事
お
よ
び
向
山
地
区
（
第
３
、
第
４
工

区
）
汚
水
管
布
設
工
事
を
８
月
に
発
注
し

ま
し
た
。 

議会
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　市長提出議案は、報告５件、条例の一部改正４件、平成２２
年度補正予算５件、その他２件、同意２件、平成２１年度決算
認定２件、合わせて２０件です。審議の結果、全議案について
原案のとおり可決されました。
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広報なか１０月号５

■
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て       

　

鴻
巣
１
期
地
区
処
理
施
設
機
械
電
気
設

備
工
事
を
６
月
に
、
同
地
区
処
理
施
設
建

築
工
事
お
よ
び
支
線
３
工
区
管
路
施
設
工

事
な
ら
び
に
鴻
巣
２
期
地
区
幹
線
１
号
線

（
第　

、
第　

工
区
）
管
路
施
設
工
事
お
よ

１１

１２

び
同
地
区
幹
線
３
号
線
（
第
１
、
第
２
工

区
）管
路
施
設
工
事
を
７
月
に
そ
れ
ぞ
れ

発
注
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鴻
巣
１
期
地
区

（
第
１
‐
支
線
４
工
区
）管
路
施
設
工
事
お

よ
び
鴻
巣
２
期
地
区
幹
線
３
号
線
（
第
３

工
区
）管
路
施
設
工
事
を
８
月
に
発
注
し

ま
し
た
。

■
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

菅
谷
地
区
（
第
１
工
区
）
老
朽
管
更
新

工
事
お
よ
び
門
部
地
区
（
第
１
工
区
）
配

水
管
布
設
工
事
を
６
月
に
、
杉
原
地
区

（
第
１
工
区
）
お
よ
び
下
菅
谷
地
区
（
第
１

工
区
）
の
各
配
水
管
移
設
工
事
を
７
月
に

そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鴻
巣

地
区
（
第
１
工
区
）
配
水
管
布
設
工
事
、

鴻
巣
地
区
（
第
１
工
区
）
お
よ
び
下
菅
谷

地
区
（
第
２
工
区
）
の
各
配
水
管
移
設
工

事
を
８
月
に
発
注
し
ま
し
た
。

■
小
学
校
の
扇
風
機
に
つ
い
て

　

小
学
校
の
扇
風
機
に
つ
き
ま
し
て
は
、

８
月
末
ま
で
に
全
校
全
学
年
へ
の
設
置
が

完
了
し
ま
し
た
。

■
中
央
公
民
館
改
修
工
事
に
つ
い
て

　

中
央
公
民
館
の
空
調
熱
源
設
備
改
修
工

事
を
６
月
に
発
注
し
ま
し
た
。
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◎報告

平成２１年度決算に基づく地方公共団体の財政の
健全化に関する法律による健全化判断比率の状
況について／平成２１年度決算に基づく地方公共
団体の財政の健全化に関する法律による資金不
足比率の状況について／平成２１年度那珂市一般
会計継続費精算報告書について／専決処分の報
告について（訴えの提起）／専決処分の報告に
ついて（損害賠償補償事故の賠償額の決定）
◎条例の一部改正

那珂市職員の育児休業等に関する条例等の一部
を改正する条例／那珂市都市公園条例の一部を
改正する条例／那珂市危険物規制事務手数料条
例の一部を改正する条例／那珂市火災予防条例
の一部を改正する条例
◎平成２２年度補正予算

平成２２年度那珂市一般会計補正予算（第３号）
／平成２２年度那珂市国民健康保険特別会計（事
業勘定）補正予算（第２号）／平成２２年度那珂
市老人保健特別会計補正予算（第２号）／平成
２２年度那珂市介護保険特別会計（保険事業勘定）
補正予算（第１号）／平成２２年度那珂市上菅谷
駅前地区土地区画整理事業特別会計補正予算
（第１号）
◎その他

工事請負契約の締結について／市道路線の廃止
について
◎同意

那珂地方公平委員会委員の選任について／那珂
市監査委員の選任について
◎平成２１年度決算の認定

平成２１年度那珂市各種会計歳入歳出決算の認定
について／平成２１年度那珂市水道事業会計決算
の認定について

可決された議案から

■工事請負契約の締結について
　市の市街地中央を流れる両宮排水路流域周辺の浸水被害の軽
減を図り、治水効果を高めるために改修工事を行うものです。
契約の目的　　両宮排水路第１期整備工事
契約の方法　　一般競争入札による契約
契約の金額　　２６９，８５０，０００円
契約の相手方　茨城県水戸市南町２丁目６番１３号

前田・鶴田特定建設工事共同企業体
共同企業体代表者
前田建設工業株式会社
茨城営業所　所長　山森　正頼

■
消
防
業
務
に
つ
い
て

　

６
月
１
日
か
ら
８
月　

日
ま
で
の
消
防

３１

訓
練
指
導
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
所
や

学
校
等
を
対
象
に　

回
行
い
１
２
２
６
人

２１

が
参
加
し
、
防
火
防
災
知
識
の
修
得
と
防

火
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、

普
通
救
命
講
習
会
を　

回
行
い
３
８
３
人

２４

が
修
了
し
、
応
急
手
当
の
普
及
に
努
め
ま

し
た
。

　

火
災
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建

物
が
１
件
、
そ
の
他
が
１
件
、
合
計
２
件
、

救
急
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
急
病

が
２
７
４
件
、
交
通
事
故
が　

件
、
そ
の

７６

他
が
１
４
６
件
、
合
計
４
９
６
件
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

８
月　

日
に
京
都
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

２７

た
第　

回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
に
お

３９

い
て
、
東
消
防
署
救
助
隊
員
５
人
が
陸
上

の
部
「
障
害
突
破
」
に
、
西
消
防
署
救
助

隊
員
３
人
が
水
上
の
部
「
溺
者
救
助
」
に

そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
、
平
素
の
訓
練
成
果
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま

し
た
。平

成　

年
９
月
１
日

２２

 

那
珂
市
長　�
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�
人
権
擁
護
委
員
と
は

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

し
た
民
間
の
人
た
ち
で
す
。

　

現
在
、
市
に
は
９
人
の
人
権
擁
護
委
員

が
お
り
ま
す
。
人
権
擁
護
を
目
的
と
し

て
、
地
域
住
民
が
人
権
に
つ
い
て
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
権
が
侵
害
さ
れ
な

い
よ
う
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
人
権
相
談

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

人
権
教
室
を
開
催

　

５
月　

日
か
ら
６
月　

日
に
か
け
て
、

１４

２９

市
内
全
小
学
校
に
お
い
て
、
那
珂
市
人
権

擁
護
委
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
楽
し
い
学
校

生
活
を
送
る
た
め
の
『
い
じ
め
を
な
く
そ

う
』
人
権
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

人
を
差
別
し
な
い
と
い
う
基
本
的
な
人

権
の
考
え
方
に
つ
い
て
学
び
、「
い
じ
め

は
ゼ
ッ
タ
イ
悪
い
」
と
の
認
識
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

�
子
ど
も
の
人
権
�
�
�
番
�

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
い
じ
め
や
家
庭
内
に
お
け
る
虐
待

等
に
悩
む
子
ど
も
た
ち
の
声
を
拾
い
上
げ

る
た
め
に
、
全
国
の
法
務
局
・
地
方
法
務

局
に
専
用
相
談
電
話
「
子
ど
も
の
人
権
１

１
０
番
」
を
開
設
し
て
、
子
ど
も
を
め
ぐ

る
人
権
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
書
課
市
民
相
談
室

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
１
１
６
・
１
１
７
）

問い
合わせ

【
感
想
】（
４
年
生
）

　

こ
の
間
は
、「
い
じ
め
は
ぜ
っ
た
い
に

わ
る
い
」
と
い
う
事
に
つ
い
て
教
え
て
く

れ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い

じ
め
に
あ
っ
た
ら
、
先
生
や
大
人
の
人
に

話
す
と
い
う
こ
と
や
、
に
げ
る
こ
と
を
教

え
て
も
ら
い
、
人
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
た

ら
、
助
け
る
と
い
う
事
を
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。
も
し
い
じ
め
に
あ
っ
た
ら
、
先

生
方
に
教
え
て
も
ら
っ
た
事
を
、
役
立
て

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
相
談
先

�
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

※
時
間
帯平

日　

午
前
８
時　

分
〜　

３０

午
後
５
時　

分
１５

　

市
内
の
人
権
擁
護
委
員
も
、
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
に
関
す
る
お
問

合
せ
は
、
市
役
所
市
民
相
談
室
ま

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
感
想
】（
３
年
生
）

　

い
じ
め
は
ぜ
っ
た
い
わ
る
い
と
い
う
こ

と
を
教
え
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
い
じ
め
に
あ
っ
た
ら
、
い
じ
め

を
見
た
ら
と
い
う
二
つ
の
こ
と
も
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。
い
じ
め
に
あ
っ
た
ら
、
と

に
か
く
に
げ
る
、
大
人
に
言
う
と
い
う
こ

と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
い
じ
め
を
見
た

ら
、
ほ
っ
て
お
か
な
い
、
大
人
に
言
う
、

注
意
す
る
と
言
う
だ
い
じ
な
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
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◆真剣に参加する児童たち

◆熱心に授業をする人権擁護委員
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市
で
は
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
応
援
し

よ
う
と
い
う
か
た
の
想
い
を
実
現
す
る
た

め「
那
珂
市
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
要
綱
」

を
定
め
、
皆
様
か
ら
の
寄
付
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
受
け
入
れ
た
「
ふ
る
さ

２１

と
づ
く
り
寄
付
」
に
つ
い
て
は
、
表
中
の

事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
財
源
と
し
て
充

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
様
の
善
意
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
頂
い
た
寄
付
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
後
と
も
貴
重
な
財
源
と
し
て

有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
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�
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�
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◇表　平成21年度寄付金受入事業

事業充当額充当事業名寄付金額寄付件数寄付金
受入事業区分

５０，０００白鳥保護事業５０，０００１件自然環境の保全に
関する事業（１号）

－－－福祉施策の充実に
関する事業（２号）

２００，０００家庭教育学級
開設事業２００，０００４件

教育又は文化の
振興に関する事業
（３号）

－－－
快適な生活環境の
形成に関する事業
（４号）

－－－
協働のまちづくり
に関する事業
（５号）

２５０，０００２５０，０００５件合　　計

（単位：円）

　

平
成　

年
度
も
、
次
の
５
つ
の
事
業
を

２２

実
施
す
る
際
の
財
源
と
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
ご
寄
付
い
た
だ
く
際
に
、
使
い

道
を
お
選
び
い
た
だ
き
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
へ
寄
付
を
行
っ
た
場
合

に
は
、
寄
付
額
の
５
０
０
０
円
を
超
え
る

分
に
つ
い
て
一
定
限
度
ま
で
、
所
得
税
と

個
人
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
平
成　
２２

年
分
の
所
得
税
お
よ
び
平
成　

年
度
分
の

２３

個
人
住
民
税
の
軽
減
対
象
と
な
る
寄
付

は
、
本
年　

月
ま
で
に
行
う
寄
付
が
対
象

１２

で
す
。

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
を
さ
れ
る
場
合

に
は
、
事
前
に
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ

り
「
寄
付
申
込
書
」
を
お
送
り
く
だ
さ
い

（
寄
付
申
込
書
は
那
珂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ふ
る
さ
と
納
税
の
コ
ー
ナ
ー
）に
も
あ
り

ま
す
）。
折
り
返
し
、
必
要
な
書
類
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
最
寄
の

金
融
機
関
等
で
寄
付
金
の
払

い
込
み
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
現
金
書
留
に
よ

る
送
金
や
、
那
珂
市
役
所
に

直
接
お
持
ち
い
た
だ
い
て
も

結
構
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
��

�
�
�
�
�
�
�
�

��

����

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
は
、
次
の
５
つ
の

事
業
を
実
施
す
る
際
の
財
源
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す

１　

自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る
事
業

２　

福
祉
施
策
の
充
実
に
関
す
る
事
業

３　

教
育
又
は
文
化
の
振
興
に
関
す
る
事
業

４　

快
適
な
生
活
環
境
の
形
成
に
関
す
る
事
業

５　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

寄付の申し込みについては…
財政課財政グループ　
�２９８－１１１１　内線５２２

税金の申告・控除については…
税務課市民税グループ
�２９８－１１１１　内線１６５

問い合わせ

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」を
か
た
っ
た
詐
欺
行
為
に
は
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
寄
付
の
お
申
し
込
み
の
な
い
か
た
へ
払
込
書
を
送

付
し
た
り
、
請
求
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
ご
注
意
く
だ
さ
い



８

小�中学生の皆さん�保護者の皆さんへ

� � � � � � � 	 
 � �� � � � � � � 	 
 � �
　

小
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
勉
強
や
友
達
な
ど

学
校
生
活
の
こ
と
や
家
庭
生
活
に
つ
い
て
悩

み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
、
子
育
て
や
し
つ
け
に
つ
い
て
相
談
し

た
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

那
珂
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
の
相
談
や

教
育
に
関
す
る
保
護
者
な
ど
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

　
「
だ
れ
か
に
相
談
に
の
っ
て
も
ら
い
た
い

な
…
」
と
思
っ
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

教
育
支
援
セ
ン
タ
�
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

〇
友
達
に
つ
い
て

〇
い
じ
め
に
つ
い
て

〇
学
校
に
行
け
な
い

〇
勉
強
に
つ
い
て

〇
家
で
の
生
活
に
つ
い
て

〇
進
路
に
つ
い
て

〇
子
育
て
・
し
つ
け
に
つ
い
て

〇
そ
の
他

相
談
内
容

那珂市教育支援センター
那珂市菅谷4404－７　那珂市商工会館２階

案内図

案　内

　

教
育
や
し
つ
け
に
つ
い
て
の
経
験
豊
か
な
ス
タ
ッ

フ
が
、
電
話
や
面
接
に
よ
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
さ
れ
る
か
た
の
立
場
に
立
っ
て
、
よ
く
お
話

を
お
聞
き
し
、
支
援
や
助
言
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

安
心
し
て
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
内

容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を
守
り
ま
す
。
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����������
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（
那
珂
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
）

�
２
９
５－

５
９
２
１

�
２
９
５－

５
９
１
３

教
育
相
談

教
育
相
談

�

�

�

�

�������������������������

�������������������������
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〇
保
護
者
の
か
た
と
の
相
談
の
ほ
か
に
、
お
子

さ
ん
の
個
別
相
談
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。（
幼
児
〜
中
学
生
、
そ
の
他
）

〇
小
中
学
生
の
場
合
、
個
別
相
談
以
外
に
「
ひ

ま
わ
り
教
室
」
と
い
う
場
所
で
生
活
す
る
シ

ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
ひ
ま
わ
り
教
室
開
設
日
】

火
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
は
休
み
）

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時

３０

ま
ず
は

　

お
電
話
か
ら

◆
相
談
日
時

月
曜
日
〜
土
曜
日
（
祝
日
は
休
み
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
３０

◆
相
談
場
所

那
珂
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

（
那
珂
市
商
工
会
館
２
階
）

◆
ス
タ
ッ
フ

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
教
育
相
談
員

◆
相
談
方
法

電
話
相
談
（
随
時
）

来
所
相
談
（
予
約
制
）

◆
相
談
対
象

幼
児
、
小
・
中
学
生
お
よ
び

そ
の
家
族
、
教
職
員
、
そ
の
他
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協 働 特 集 ⑮

問
い
合
わ
せ

市
民
協
働
課
市
民
活
動
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
２
６
３
・
２
６
５
）

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
と
そ
の
回
答
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
８
地
区
（
神
崎
・
額
田
・

菅
谷
・
五
台
・
戸
多
・
芳
野
・
木
崎
・
瓜

連
）
の
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
準
備
委
員
会

に
お
い
て
、
自
治
組
織
制
度
移
行
に
つ
い

て
の
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
中
央

公
民
館
の
各
分
館
や
体
育
協
会
各
支
部
・

青
少
年
育
成
那
珂
市
民
会
議
各
支
部
・
明

る
く
住
み
よ
い
那
珂
市
民
運
動
推
進
協
議

会
で
行
っ
て
い
る
事
業
や
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
支
部
で
行
っ
て
い
る
事
業
な
ど
を

引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�
��
�

�

�

�

�

���������

���������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

昨
年　

月
に
市
が
策
定
し
ま
し
た
「
那
珂
市
協
働

１２

の
ま
ち
づ
く
り
指
針
」、
本
年
３
月
に
制
定
し
ま
し

た
「
那
珂
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
基
本
条
例
」、

「
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
メ
ニ
ュ
ー
」
は
、
那
珂
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
今
後
行
っ
て
い
く
事
業

は
ど
う
す
る
か
、
事
業
を
行
う
に
あ
た
っ

て
い
く
つ
の
部
会
を
設
置
す
る
か
、
部
会

ご
と
に
事
業
内
容
は
ど
う
す
る
か
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
い
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
委
員
会
の
会
則
、
事
業

計
画
、
予
算
、
役
員
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
各
区
に
お
い
て
も
自
治
会
へ
移

行
す
る
た
め
に
、
自
治
会
移
行
準
備
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

�
�
�

　

平
成　

年
度
に
か
し
ま
台
町
内
会

２２

（
菅
谷
）
が
宝
く
じ
の
助
成
金
を
受
け
、

か
し
ま
台
集
会
所
の
机
、
椅
子
等
の
整

備
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月　

日
に
催
さ
れ
ま
し
た
、
か
し

１２

ま
台
区
の
敬
老
会
で
は
、
新
し
い
机
と

椅
子
が
会
場
に
並
べ
ら
れ
、
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
、
快
適
な
環
境
の
下
で
楽

し
い
ふ
れ
あ
い
の
時
間
を
過
ご
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

地
域
の
ふ
れ
あ
い
を
育
て

る
中
心
と
な
る
集
会
所
に
机

と
椅
子
を
整
備
さ
れ
た
こ
と

で
、
地
域
に
お
け
る
生
涯
学

習
の
場
を
利
用
し
や
す
く

し
、
更
な
る
学
習
活
動
や
豊

か
な
地
域
づ
く
り
の
活
性
化

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

宝
く
じ
普
及
広
報
事
業

宝
く
じ
普
及
広
報
事
業

宝
く
じ
普
及
広
報
事
業

宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
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問
い
合
わ
せ

市
民
協
働
課
市
民
活
動
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
２
６
３
・
２
６
５
）

か
し
ま
台
町
内
会

か
し
ま
台
町
内
会�

宝
く
じ
助
成

宝
く
じ
助
成

■かしま台区 敬老会■かしま台区　敬老会■かしま台区　敬老会

　この事業は（財）自治総合センターが
宝くじの普及広報を目的としてコミュ
ニティ活動に必要な施設や備品を整備
するために助成しているものです。
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１０

　

那
珂
市
で
は
、
今
年
度
中
に　

人
の
か
た
が
１
０
０
歳

１０

を
迎
え
ら
れ
ま
す
。
小
宅
市
長
は
９
月
８
日
、
そ
れ
ぞ
れ

の
お
宅
や
施
設
を
訪
問
し
、
県
知
事
か
ら
の
褒
状
や
、
那

珂
市
か
ら
の
書
の
記
念
品
を
、
祝
福
の
言
葉
を
添
え
て
渡

し
ま
し
た
。

�
�

　今年で１００歳を迎える大内さんは、長寿の秘訣を
問われると、「家族が作ってくれる食事がおいしい
から」と語ってくださいました。また、酢に漬けこ
んだ煮干しを何十年も食べ続けているそうです。
　お祝いに訪れた小宅市長に対して「もっと長生
きしてまた来てもらわないとね」と話すなど、明
るく元気な姿が印象的でした。
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●１００歳以上のご長寿　９人
水　野　む　め さん（中里・１０４歳）
渡　邊　み　つ さん（戸・１０３歳）
小　泉　芳　江 さん（門部・１０３歳）
櫻　井　ス　ゝ  さん（菅谷・１０３歳）
住　谷　ち　よ さん（菅谷・１０２歳）
宇　野　ミ　ツ さん（額田北郷・１０２歳）
赤　津　猛　男 さん（鴻巣・１０１歳）
坂　本　ま　す さん（額田南郷・１００歳）
関　　　ふ　ゆ さん（額田東郷・１００歳）
●今年度中に１００歳を迎えるご長寿　１０人
大　内　き　み さん（鴻巣）
佐　藤　ち　よ さん（菅谷）
宮　田　�　を さん（後台）
上　原　フ　ミ さん（後台）
石　井　三　郎 さん（中台）
�　橋　な　つ さん（戸）
小　貫　さ　と さん（下江戸）
先　�　清　一 さん（静）
萩野谷まつ江 さん（瓜連）
橋　本　よ し さん（中里）
※順不同・年齢は９月２０日現在で掲
載しています。

　

戸
多
小
学
校
で
「
子
ど
も
た
ち
が
母
校

で
寝
食
を
共
に
す
る
活
動
を
と
お
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
友
情
や
郷
土
愛
を
育
む
」

た
め
に
、
夏
休
み
の
行
事
「
学
校
に
泊
ま

ろ
う
」
が
８
月　

日
行
わ
れ
ま
し
た
。

２１

　

青
少
年
育
成
那
珂
市
民
会
議
戸
多
支
部

が
主
催
し
、
小
学
校
、
保
護
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

子
ど
も
会
育
成
会
、
子
ど
も
を
守
る
母
の

会
、
青
少
年
相
談
員
、
民
生
・
児
童
委
員

が
協
力
し
、
お
よ
そ
１
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

午
後
３
時
に
子
ど
も
た
ち
は
学
校
に
集

合
し
、
男
子
は
校
庭
に
用
意
し
た
か
ま
ど

で
薪
を
燃
や
し
て
ご
飯
を
炊
き
、
女
子
は

家
庭
科
室
で
カ
レ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

　

食
後
は
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
片

道
３
�
程
あ
る
茨
城
県
植
物
園
ま
で
、
懐

中
電
灯
を
片
手
に
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
。
植
物
園
で
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

噴
水
を
見
た
り
庭
園
を
楽
し
く
散
策
し
、

熱
帯
植
物
園
で
は
夜
だ
け
咲
く
花
や
夜
だ

け
香
り
を
出
す
植
物
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

学
校
に
戻
り
、
み
ん
な
で
ス
イ
カ
を
食

べ
た
り
花
火
を
楽
し
み
、
い
よ
い
よ
お
泊

ま
り
の
準
備
。
教
室
や
図
書
室
に
布
団
を

敷
い
て
午
後　

時
に
就
寝
。
子
ど
も
た
ち

１０

は
み
ん
な
で
泊
ま
る
嬉
し
さ
や
お
し
ゃ
べ

り
で
な
か
な
か
眠
れ
ず
、
教
室
が
静
ま
っ

た
の
は
夜
の　

時
過
ぎ
で
し
た
。
翌
朝
は

１２

午
前
６
時
に
起
床
し
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
し

て
朝
食
を
食
べ
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
「
み
ん
な
で
作
っ
た
カ

レ
ー
は
お
い
し
か
っ
た
。
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
花
火
も
楽
し
か
っ
た
。
来
年
も

ま
た
泊
ま
り
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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●おいしいカレーつくろう！

●花火も楽しみました！

●県植物園に到着！
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那
珂
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
が
９
月　

日
、
総
合
保
健
福

１８

祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」
で
一

般
の
参
加
者
を
交
え
て
研
修
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

日
赤
茨
城
県
支
部
の
か
た
を
講

師
に
、
三
角
き
ん
を
使
用
し
て
行

う
応
急
手
当
法
の
基
礎
や
、
自
分

で
詰
め
た
非
常
食
（
炊
き
出
し
の

ご
飯
）
の
試
食
等
が
行
わ
れ
、
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
地
震
な
ど

前
触
れ
な
く
訪
れ
た
災
害
に
対
し

て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ
知

識
を
増
や
し
ま
し
た
。

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
９

月　

日
か
ら　

日
の
期
間
行
わ
れ

２１

３０

ま
し
た
。
こ
の
運
動
期
間
に
先
駆

け
９
月　

日
、
那
珂
警
察
署
管

１７

内
、
国
道
１
１
８
号
ら
ぽ
ー
る
前

交
差
点
お
よ
び
国
道
３
４
９
号
線

で
、
交
通
関
係
団
体
、
那
珂
高
校

生　

人
と
配
送
事
業
所
２
社
が
参

２４
加
し
て
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
ま
し
た
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
か
た
に
安
全
運

転
を
心
が
け
る
よ
う
、
啓
発
チ
ラ

シ
と
グ
ッ
ズ
を
配
り
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
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９
月
４
日
、マ
ル
ト
Ｓ
Ｃ
那
珂
店

に
お
い
て
食
中
毒
予
防
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
那
珂
地
区

食
品
衛
生
推
進
員
の
か
た
が
、
食

品
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
情
報
、

食
中
毒
の
予
防
お
よ
び
食
品
の
衛

生
に
つ
い
て
の
普
及
啓
発
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
手
洗
い
コ
ン
テ
ス

ト
で
は
手
洗
い
チ
ェ
ッ
カ
ー
等
を

使
用
し
、
ラ
イ
ト
の
光
に
よ
り
手

の
汚
れ
具
合
を
確
認
し
、
食
中
毒

を
防
ぐ
た
め
の
正
し
い
手
洗
の
仕

方
に
つ
い
て
も
体
験
し
ま
し
た
。

　

残
暑
厳
し
い
８
月　

日
、
木
崎

２８

学
童
保
育
所
が
夕
涼
み
会
を
行
い

ま
し
た
。
催
し
の
一
つ
と
し
て
、

夢
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
実
行
委
員
会
の
か

た
の
手
を
借
り
な
が
ら
、
木
崎
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
キ
ャ
ン
ド
ル

を
並
べ
準
備
を
し
て
き
た
子
ど
も

た
ち
は
、
日
が
落
ち
る
と
キ
ャ
ン

ド
ル
に
一
斉
に
点
火
。
光
の
道
と

鳥
の
絵
が
夕
闇
の
中
で
輝
き
、
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
対
し
て

「
あ
り
が
と
う
」の
感
謝
の
言
葉
と

と
も
に
、
光
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し

ま
し
た
。
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８
月
１
日
、
戸
崎
夏
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
お
祭
り

は
５
０
０
年
か
ら
の
歴
史
を
持
つ

戸
崎
観
音
さ
ま
の
お
田
植
祭
も
同

時
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
て
区
内
の
安
全
や

幸
福
、
安
産
、
子
育
て
を
祈
り
ま

し
た
。
子
ど
も
行
灯
な
ど
で
飾
ら

れ
た
境
内
で
は
模
擬
店
や
ゲ
ー

ム
、
子
ど
も
花
火
大
会
な
ど
で
盛

り
上
が
り
、
普
段
は
静
か
な
境
内

が
大
に
ぎ
わ
い
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
さ

ら
に
深
ま
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

   
市
消
防
本
部
は
８
月　

日
に
京

２７

都
市
で
開
催
さ
れ
た
第　

回
全
国

３９

消
防
救
助
技
術
大
会
に
出
場
し
、

障
害
突
破
、
溺
者
救
助
の
部
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
市
消
防
本
部
で
は
こ
の
大
会

に
至
る
ま
で
の
県
大
会
、
関
東
大

会
で
も
次
の
と
お
り
健
闘
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
日
々
の
救

助
活
動
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

県
大
会
／
１
位
障
害
突
破　
１
位

引
揚
救
助 
努
力
賞
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ

ジ
救
助 
関
東
大
会
／
３
位
障
害
突

破　
２
位
溺
者
救
助　
９
位
溺
者
搬

送　
９
位
引
揚
救
助　
全
国
大
会
／

６
位
溺
者
救
助　　

位
障
害
突
破

１０
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８
月　

日
、
一
乗
院
の
境
内
に

１４

お
い
て
飯
田
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
祭
り
は
煙
火
の
合
図
と

共
に
山
車
を
先
頭
に
子
供
神
輿
が

筑
波
神
社
（
飯
田
）
を
出
発
し
、

地
元
の
皆
さ
ん
の
声
援
を
受
け
な

が
ら
飯
田
地
内
を
練
り
歩
き
一
乗

院
に
到
着
。
夕
方
か
ら
盆
踊
り
大

会
が
催
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
一

生
懸
命
に
太
鼓
を
た
た
い
た
り
、

元
気
に
盆
踊
り
を
踊
り
ま
し
た
。

ま
た
、
○
×
ゲ
ー
ム
等
も
行
わ

れ
、
楽
し
い
思
い
出
に
残
る
夏
の

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
、
木
崎
地
区
に
お
い

て
第
５
回
新
宿
夏
祭
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
達
が
神
輿

を
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
引
い
て
区

内
を
練
り
歩
い
た
後
、
地
域
の
小

さ
な
子
ど
も
達
か
ら
、
お
年
寄
り

の
皆
さ
ん
が
た
は
、
模
擬
店
で
買

い
物
し
た
り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
ま
し
た
。
最
後
は
花
火
を

し
て
、
夏
の
一
夜
が
よ
り
一
層
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
と
と
も

に
、
ま
た
ひ
と
つ
夏
の
楽
し
い
思

い
出
が
出
来
ま
し
た
。
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利
用
が
出
来
る
開
放
的
な
空
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。
園
庭
に
は
、
う

ん
て
い
や
登
り
棒
の
あ
る
木
製
の

大
型
総
合
遊
具
が
整
備
さ
れ
、
子

ど
も
た
ち
は
外
遊
び
を
満
喫
で
き

る
ば
か
り
で
な
く
、
体
力
増
加
も

図
れ
ま
す
。

　
　

月
か
ら
定
員
が
更
に
増
え
現

１０
在
の　

人
か
ら
１
２
０
人
と
な
り

９０

ま
す
。
新
し
く
広
々
と
し
た
園
庭

や
保
育
室
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち

の
、
の
び
の
び
と
し
た
豊
か
な
成

長
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

８
月　

日
、
農
政
課
は
、
ニ
ン

３１

ニ
ク
栽
培
研
修
会
を
総
合
セ
ン

タ
ー
ら
ぽ
ー
る
で
開
催
し
ま
し

た
。
市
内
の
ニ
ン
ニ
ク
生
産
農
家

が
一
堂
に
会
し
た
こ
の
会
で
は
、

生
産
農
家
で
あ
る
那
珂
市
の
加
藤

勝
一
さ
ん（
額
田
南
郷
）
と
、
常
陸

太
田
市
の
会
沢
功
子
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た　

人
の
か
た

９０

が
た
は
、
参
考
に
な
る
内
容
を
取

り
入
れ
よ
う
と
、
お
ふ
た
り
の
話

に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
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通
学
路
等
に
お
け
る
交
通
事
故

の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
９
月
９
日
、

那
珂
市
民
間
交
通
安
全
指
導
員
研

修
会
が
、
中
央
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
那
珂
市
民
間
交
通
安

全
指
導
員　

人
の
皆
さ
ん
は
、
初

２５

め
に
那
珂
警
察
署
交
通
課
長
と
県

警
巡
視
員
か
ら
、
交
通
事
故
発
生

状
況
や
講
話
等
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
実
技
研
修
と
し
て
、
実
際

に
横
断
歩
道
で
の
歩
行
者
の
交
通

誘
導
の
基
本
要
領
や
手
順
、
動
作

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
研
修
を
し

ま
し
た
。

　

９
月
４
日
、ゆ
た
か
保
育
園（
社

会
福
祉
法
人
豊
潤
会
）
で
竣
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

ゆ
た
か
保
育
園
は
、
昭
和　

年
５３

に
定
員　

人
で
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

６０

今
回
改
築
さ
れ
た
ゆ
た
か
保
育
園

は
、
敷
地
面
積
５
７
３
４
・　

�
、

６３

床
面
積
１
１
１
２
・　

�
と
旧
園

６２

舎
の
倍
以
上
の
広
さ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
新
し
い
園
舎
は
、
広
い
園

庭
を
見
渡
せ
る
よ
う
な
扇
形
の
配

置
に
な
っ
て
い
ま
す
。
保
育
室

は
、
県
産
の
檜
材
の
机
と
椅
子
を

利
用
し
、
高
い
天
井
と
六
角
形
の

窓
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
保
育
室
前

の
広
い
デ
ッ
キ
は
、
園
庭
を
見
渡

し
な
が
ら
第
２
の
保
育
室
と
し
て
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８月１５日～９月１４日（敬称略）
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� 人の動き �

那珂市の人口（９月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，６３８人 （＋２）
　女　　　２８，４８８人 （－５）
　計　　　５６，１２６人 （－３）
世帯数　　２０，８４５世帯 （＋２３）

○出生　３１人
○死亡　３３人

（８月１日～３１日）

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，７７６人

　（平成２２年８月末現在・
 前月比２１人減少）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億７，８３４万円

　（平成２２年８月・
 前月比１，２９４万円増加）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

土金木水火月日

６５４３２１
１３１２１１１０９８７
２０１９１８１７１６１５１４
２７２６２５２４２３２２２１

３０２９２８

休館日

�������	

���
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　農業委員会では、１２月初旬まで農地
パトロールを実施します。
　昨年１２月、農地法等の一部改正によ
り、農業委員会の農地の「利用状況調
査」が義務化されたことに伴い実施す
るもので、遊休農地や農地の違反転用
などの早期発見に努め、その発生防止
を呼びかけています。
　所有者、耕作者の立会いは必要とし
ませんが、農地周辺へ立ち入ることが
ありますので、ご理解、ご協力をよろ
しくお願いします。
調査期間／１２月初旬まで
調査地域／市内全域
調査対象／市内の農地
問い合わせ／

市農業委員会事務局

�２９８－１１１１　内線２４０

　農地（田・畑）に雑草が繁茂して、
近隣の農地や周辺の生活環境に影響を
及ぼす箇所が見受けられます。
ご自分の所有または借り受けている農
地は、草刈り、耕起等を行い、周囲に
迷惑をかけないよう、適正な管理をし
ましょう。
問い合わせ／

市農業委員会事務局

�２９８－１１１１　内線２４０

　労使間のトラブル（解雇、いじめ、
嫌がらせ、労働条件の不利益変更等）
でお困りの皆様、トラブルの未然防
止・早期解決のためのお手伝いを無料
で行います。
○総合労働相談コーナーにおける相
談・情報提供

○労働局長による助言・指導
○紛争調整委員会によるあっせん制度
の運用

問い合わせ／

茨城労働局企画室

�２２４－６２１２

各総合労働相談コーナー

農地パトロール
（利用状況調査）の実施

農地の適正な管理について

個別労働紛争解決制度

� 今月の納税  �

○市県民税（普通徴収） ３期

○国民健康保険税（普通徴収）

 ４期

○後期高齢者医療保険料（普通徴収）

 ４期

○介護保険料（普通徴収） ４期

納期限：１１月１日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市収納課収納Ｇ

�２９８－１１１１　内線１７２・１７３

那珂明るい社会づくりの会
 ３０，０００円
切手・テレカボランティアポピー
 ７，３３０円
野木　利三郎 １０，０００円
茨城県牛乳普及協会 ２４，７２２円
那珂市ゴルフ連盟 ５０，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

那珂明るい社会づくりの会
会長の齋藤通さんと事務局長の鈴木盛夫さん

茨城県牛乳普及協会
事務局長　市村　章さん
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●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／１１月１０日（水）、１７日（水）、
２４日（水）

いずれも９：００～１５：００
場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

　高校生会に入って自分の可能性を見
つけてみませんか。
　高校生会は、自分たちで企画し運営
するボランティアグループです。市の
子ども教室のお手伝いをしたり、イベ
ントに参加したり、他の市町村の高校
生会と交流をしたり、様々な活動をす
ることのできるグループです。
　那珂市にも以前は高校生会がありま
したが、現在は会員が少なく、活動す
ることができません。そこで、高校生
会の活動を再開するために会員を募集
します。
対象／那珂市の高校に在学中、または

那珂市内に在住の高校生
申し込み／那珂市教育委員会（生涯学習

課）で申込用紙を送付します
問い合わせ／

那珂市教育委員会

市生涯学習課（瓜連支所）

那珂市高校生会事務局

�２９８－１１１１　内線８２８３

FAX２９６－３１１７

Ｅメールshougai-g@city.naka.lg.jp

　青少年育成那珂市民会議では、「よい
行いをたたえる運動」の一環として、
青少年の善意や親切心を育み、広く社
会や市民に広めることを目的に、「よい

行いをたたえる運動実施要綱運用方
針」に基づき、毎年、善行のあった青
少年を表彰しています。
　活動にあたり当会議では、できるだ
け多くの青少年に善行賞の趣旨を知っ
ていただき、また、社会活動の励みと
していただくため、よい行いを実践し
ている青少年をさがしています。地域
サイドから、市民サイドから、幅広い
ご推薦をお願いします。
○青少年の定義
小学校就学の始期から１８歳に達する
までのかた
○善行の基準
・大変困っている人を助けたり、人の
生命や財産を危険から守ったりした
もの
・積極的継続的に奉仕活動を行い、地
域の人たちの感謝の的となっている
もの
・小さな善行でも絶えず繰り返し、地
域の人たちの感謝の的となっている
もの
・公共物を常に大切にし、多くの人た
ちの模範となっているもの
・動植物を常に愛し、多くの人たちの
模範となっているもの
・その他、前記に準ずるもので善行青少
年としてたたえることが適当なもの
○報告期限　平成２３年１月１８日（火）
○推薦の要領
電話またはFAXで、善行のあった青
少年の氏名、善行の内容、推薦者氏
名、電話番号を次までご連絡くださ
い。
申し込み・問い合わせ／

市生涯学習課社会教育グループ（瓜連

支所）

青少年育成那珂市民会議事務局

�２９８－１１１１　内線８２８３

FAX２９６－３１１７

３日　那珂クリニック （中台）
�２９５－９８００

７日　岡田クリニック （後台）
 �２７０－８１８８
１４日　塙内科消化器科 （後台）
 �２９５－２１１０
２１日　那珂中央クリニック （飯田）
 �２９８－７８１１
２３日　小豆畑病院 （菅谷）
 �２９５－２６１１
２８日　ルリア記念クリニック （中里）
 �２９６－３３３３

■診療時間／９：００～１１：３０
※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話で問い合わせください。
※診療時間外は、「茨城県救急医療情
報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）、または「那珂市消防本部」
（�２９５－２１１１）へお問い合わせく
ださい。 

��������	

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

心配ごと相談

那珂市高校生会会員募集

日時／１１月９日（火）　１３：００～１７：００
１１月２４日（水）　１３：００～１６：００

場所／市役所（本庁）　１階　市民相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

法律相談

よい行いを実践している
青少年をさがしています
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Cook
■作り方

①ボールに練り白ごまを入れ、麺つゆを分離しないように少し
ずつ加えて溶き伸ばす。桜海老、白炒りごま、黒炒りごまと
青ねぎ、カレー粉を加えてよく混ぜる。
②油揚げはオーブントースターなどでカリッとするまで焼く。
③そばは袋の表示どおりにゆで、冷水でよく洗ってから氷水に
放し、しっかり冷やす。水気をしっかり切って器に盛る。
④別の器に、①のつけだれをよそい、和辛子と食べやすく切っ
た油揚げを添える。

�������	


ヘルスメイトさんが作る健康料理�

そば ………………………… １５０ｇ
青ねぎ（小口切り） ………… １／２束
油揚げ ……………………… 適量
和辛子 ……………………… 適量
麺つゆ …………… １と１／２カップ

練り白ごま …………… 大さじ２
桜海老 …………… 大さじ２～３
白炒りごま …………… 大さじ１
黒炒りごま …………… 大さじ１
カレー粉 ……………… 小さじ１／２

■材料（２人分）　４３６kcal　塩分５．１ｇ

　約４．２haの畑一面に咲き誇るひま
わり畑を利用した迷路や、子どもか
ら大人まで楽しめる多彩なショー、
花火大会など、見どころ満載。 
　晩秋に咲く満開のひまわり畑は一
見の価値ありです。 

 
１０月３０日（土）午前１０時～午後６時※小雨決行 
花火大会：午後５時３０分から 
※荒天時は花火大会のみ１０月３１日（日）に順延 

 
那珂総合公園（イベント）　那珂総合公園周辺（ひまわり畑） 

 
キャラクターショー（ハートキャッチプリキュア！ショー）、門
倉有希ミニコンサート、郷土芸能発表、文化協会発表、ヘリコ
プター遊覧、花火大会など（変更になる場合あり） 

なかひまわり 
フェスティバル 
２０１０ 

なかひまわり 
フェスティバル 
２０１０ 

10 3010月30日（土） 
開　催 開　催 

問い合わせ
なかひまわりフェスティバル実行委員会事務局（商工観光課内）�２９８‐１１１１（内線２４５）

■クセのあるそばの香ばしさが楽しめま
す。カレー粉を加えることでお子様向き
にもなります。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

飯田（成人食部会）

大和田　美知子さん
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